
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室つうしん

ん 

令和６年１０月 
 

名手保育園 保健室 

朝晩は涼しくなりましたが、日中は夏のように暑い日もあります。0・1・2 歳児は

まだ体温調節が苦手です。脱ぎ着しやすい上着などで調節し、半そでと長そでを

上手に使い分けていきましょう。 

10月 10日は目の愛護デー 

目は、外の世界とじかに接しているため、傷つきやすい部

位です。大切な目を守るため、正しいケアを知っておきま

しょう。 

前髪はスッキリと 

前髪が長いと、毛先が目に入って傷つ

けたり、炎症（結膜炎）を起こしたりす

るもとに。前髪は短めに切りそろえる

か、結んであげましょう。（０・１歳のお

子さんは結んだゴムを誤食する危険が

あるので気をつけてください） 

目やにはそっと、外側に向かって

ふく 

清潔なタオルを軽くぬらして目やに

に当て、そのまま外側にふき取りまし

ょう。汚れが目の中に入るのを防ぎま

す。乾いた目やには、ふやかしてから

取ってあげましょう。 

目やにが多いときは病院へ 

目やには自然に出るものですが、 

 

○目やにの量がいつもより増えた 

○２～３時間で目やにがたまる 

○黄色や緑色の目やにが出ている 

 

などのときは、炎症が起こっている

可能性があります。早めに小児科か

眼科を受診しましょう。 

風 邪 をひかないためには、何をする？ 

免疫には,体に侵入したウイルスや細菌などの病原体と

戦ったときに、その武器（抗体）を残しておき、次に同じ

病原体が侵入したときに、速やかに撃退できる仕組みが

あります。そのため、子どもは成長とともに風邪をひきに

くくなります。 

ただし、風邪の原因となるウイルスは２００種類あるとい

われますし、インフルエンザのように変異しやすいウイル

スや、ノロウイルスのようにタイプが多いウイルスもあ

り、油断は大敵。感染症シーズンに備えて、下記の「３つ

の保」で風邪を防ぎましょう。 

体を         する 保温 

 

首の皮膚のすぐ下
には太い血管が通
っています。ここを

温めると、全身に温
かい血が巡ります。 

重ね着で調整。静

電気が起こりにくく

肌触りのよい綿がお

すすめです。 

 

体を冷やすと風邪をひきやすくなります。ただし、

厚着をして汗をかくと、汗が冷えて逆効果。薄手の

服を重ね着するほうが、中に空気の層ができて保

温効果が高まります。暑くなったらこまめに脱いで

調節しましょう。 

室内を        する 保湿 

空気が乾燥すると鼻やの

どの粘膜がダメージを受

けますし、ウイルスが浮遊

しやすくなります。加湿器

を使ったり室内に洗濯物を

干したりして乾燥を防ぎま

しょう。 

体を  保護  する 

保護とは「気をつけて守るこ

と」。よく寝て、栄養バランス

のとれた食事を取るように

気を配り、健康を守りましょ

う！ 


